
 

 

組みの実施状況等が優良な企

業は､厚生労働大臣の認定を受

けることができます。認定を受

けた企業は、認定マーク「える

ぼし」を商品などに付すること

ができます。認定には、採用に

関して、男女別の採用における

競争倍率（応募者数／採用者

数）が同程度であること等の要

件が必要になります。2020 年

６月からはその上位認定とし

て「プラチナえるぼし」がスタ

ートします。 

 

◆若者の採用・育成「ユース

エール認定」 
若者の採用・育成に積極的

で、若者の雇用管理の状況等が

優良な中小企業を厚生労働大

臣が認定する制度です。認定企

業は、若者雇用促進法に基づく

認定マーク（ユースエール）を、

商品、広告などに付けることが

できます。労働時間（正社員の

所定外労働時間月平均が 20 時

間以下、かつ月平均の法定時間

外労働 60 時間以上の正社員ゼ

ロ）等の基準を満たすことが必

要です。 

 

◆安全・健康で働きやすい職

場「安全衛生優良企業認

定」 
安全衛生優良企業とは、労働

者の安全や健康を確保するた

めの対策に積極的に取り組み、

高い安全衛生水準を維持・改善

しているとして、厚生労働省か

ら認定を受けた企業のことで

す。認定を受けると、認定マー

ク（安全衛生優良企業）を利用

することができます。認定に

は、労働者の健康保持増進対

策、メンタルヘルス対策、過重

労働防止対策、安全管理などの

取組みを行っていることが必

要です。 

 

◆仕事と介護の両立「トモニ

ン」マーク 
社員の介護離職を未然に防

止するため、仕事と介護を両立

できる職場環境の整備促進に

取り組む企業は、「トモニン」

を活用することができます。厚

生労働省の仕事と家庭の両立

の取組みを支援する情報サイ

ト「両立支援のひろば」に仕事

と介護の両立に関する取組み

を登録する必要があります。 

上記以外にも、例えば、優良

な健康経営を実践し認定を受

けた企業に付される「健康経営

優良法人認定」マーク（経産

省）、食品ロス削減を推進する

企業等が利用できる「ろすの

ん」マーク（農林水産省）など

があります。 

 

２月の税務と労務の手続

期限［提出先・納付先］ 
 

3 日 

○ 贈与税の申告受付開始＜

３月１５日まで＞［税務

署］ 

 

10 日 

○ 源泉徴収税額・住民税特別

徴収税額の納付［郵便局ま

たは銀行］ 

○ 雇用保険被保険者資格取

得届の提出＜前月以降に

採用した労働者がいる場

合＞［公共職業安定所］ 

 

17 日 

○ 所得税の確定申告受付開

始＜３月１５日まで＞［税

務署］ 

※なお、還付申告について

は２月１５日以前でも受

付可能。 

 

3 月 2 日 

○ じん肺健康管理実施状況

報告の提出［労働基準監督

署］ 

○ 健保・厚年保険料の納付

［郵便局または銀行］ 

○ 健康保険印紙受払等報告

書の提出［年金事務所］ 

○ 労働保険印紙保険料納付・

納付計器使用状況報告書

の提出［公共職業安定所］ 

○ 外国人雇用状況の届出（雇

用保険の被保険者でない

場合）＜雇入れ・離職の翌

月末日＞［公共職業安定

所］ 

○ 固定資産税・都市計画税の

納付＜第４期＞［郵便局ま

たは銀行］ 

※都・市町村によっては異

なる月の場合がある。 

内労働時間は 128.5 時間（同

2.2％減）、所定外労働時間は

10.6 時間（同 1.9％減））。ど

の程度実態が伴っているもの

なのかはわかりませんが、残業

時間の上限に法的規制が加え

られたことから、各企業で時間

外労働等の削減に向けた取組

みが進められていることは確

かでしょう。 

 

◆残業時間削減の取組み 
残業時間削減の取組みとし

ては、「年次有給休暇取得促進

の取組」、「従業員間の労働時

間の平準化を実施」、「残業を

事前に承認する制度の導入」、

「従業員の能力開発の実施や

自己啓発の支援」、「ＩＴ環境

の整備」など様々なものがあり

ます。厚生労働省では、現在、

中小企業の事業主に向けて「働

き方改革」の特設サイトを設け

ており、残業削減等の取組み事

例や関連の助成金の情報をま

とめて紹介しています。各企業

で時間外労働の原因や適切な

対策は異なりますが、自社の現

況を踏まえて対応可能なとこ

ろから始めてみてはいかがで

しょうか。 

【厚生労働省「働き方改革特設

サイト」】 

https://www.mhlw.go.jp/hata

rakikata/index.html 

 

企業 PR に活用したい認

定マーク 

 

厚生労働省では、両立支援

や女性活躍推進などに取り組

んでいる企業を認定する制度

を設けています。認定を受け

た企業は、認定マークを自社

ホームページ等に表示した

り、商品に使用したりと、高い

水準の取組みを行っている企

業であることを取引先や消費

者、求職者などにアピールす

ることができます。 

 

◆子育てサポート「くるみ

ん」・「プラチナくるみん」

マーク 
次世代育成支援対策推進法

に基づき、一定の基準（行動計

画の策定・実施等）を満たした

企業は、申請を行うことによ

って「子育てサポート企業」と

して、厚生労働大臣の認定（く

るみん認定）を受けることが

できます。既にくるみん認定

を受けた企業のうち、より高

い水準の取組みを行った企業

は、プラチナくるみん認定が

受けられます。 

 

◆女性活躍推進「えるぼし」・

「プラチナえるぼし」マー

ク 
女性の活躍推進に関する取

時間外労働上限規制 

2020年４月から中小企業

も適用に 

 

◆４月から中小企業も適用

に 
「働き方改革」の下、昨年４

月から大企業を対象に時間外

労働の上限規制が始まりまし

た。時間外労働の削減について

は多くのメディアでも取り上

げられてきており、各企業で多

様な取組みがなされていると

ころですが、いよいよ今年の 4

月から中小企業も規制の対象

となります。 

中小企業で猶予されていた

月 60 時間を超える時間外労働

の法定割増賃金率 50％以上の

規定についても、2023 年から

適用が始まりますので、長時間

労働が常態化している会社に

おいて、残業時間削減の取組み

は、経営上無視できない問題と

なっています。 

 

◆労働時間は減少傾向に 
実際、労働時間自体は全体的

に減少傾向にあるようです。直

近の厚生労働省が２月に公表

した毎月勤労統計調査令和元

年分（速報）によると、労働時

間（１人平均）は総実労働時間 

139.1 時間と前年比 2.2％減

となったそうです（うち、所定
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